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類群集を変化させている可能性もある。本研究ではグリーンランドと東シベリアの氷河を 2012 年から 2014 年の
3年間にわたって観測し、北極圏氷河の雪氷藻類群集の経年変動を明らかにした。 
 東シベリアのスンタルハヤタの氷河の藻類バイオマスは，融解期の気温に対応して有意に経年変動することが
明らかになった。調査年中で最も気温が高かった 2012年の藻類バイオマス（1.91 ml m-2）は、最も気温が低かっ
た年の値（0.17 ml m-2）の約 10倍であった。同様の結果はグリーンランド北西部のカナック氷河でも観察され、
最も気温が高かった 2012 年のバイオマスが 0.35 ml m-2であったのに対し、最も気温が低かった 2013 年のバイ
オマスは 0.40×10-2 ml m-2、2014年のバイオマスはその中間値となる 0.02 ml m-2であった。以上のことから、
北極圏氷河の藻類群集バイオマスは、各年の融解期の気温に対応して大きく経年変動するという特徴があること
が示唆された。このような経年変動の原因は、両氷河に共通する優占種である Ancylonema nordenskioldii の生態に
あると考えられた。2012 年スンタルハヤタ地域での観測結果から、この種の緑藻は年毎の環境条件の影響下で繁
殖を繰り返していると考えられる。どちらの地域でも 2012 年は夏季の平均気温が 0℃を上回る日数が他の年より
も多く、これは藻類の繁殖期間が長くなることを意味する。また、先行研究によって、気温が高い年の北極圏氷
河では、クリオコナイトホールの崩壊頻度が増加して氷河表面に雪氷藻類が拡散する機会が多くなる（McIntyre, 
1984）ことや、氷の融解によって供給される栄養塩量が増加する（Hawkings et. al., 2015）ことが明らかになっ
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